
平成 1 7 年 度東海 ･ 北 陸地 区国立 大学法 人 等 技術専 門職 員 研修

( 物理 ･ 化 学 コ ー ス) 開催報 告

山本 好 弘 三 重 大学 工 学 部 技術 部

は じ め に

平成 1 7 年 度 の 東 海 ･ 北 陸地 区 国立 大 学 法人 等技術 専 門職員 研 修 ( 物 理 ･ 化 学 コ ー

ス )

は 三 重大学 で の 開催 と な っ た ｡ 今 回
､

工 学部技 術部 と して 研 修 内 の 実習 の 担 当 を行 っ

た の で
､ そ の 概要 に つ い て 報告す る ｡

こ れ ま で
､

研 修 は 人 事課 の 主催 と い う こ と も あ り
､ 人 事課 ､ 学部 ( 学 科) で 行 われ

て き た ｡ し か し な が ら ､ 技 術職貝 対 象 の 研 修 で も あ る の で ､
工 学部技 術 部 と し て 何 ら

か の 形 で 参 画 す る べ く 技術 部運 営委 員会 に て 提 案 を 行 い
､ 了 承 を得 る こ と が 出 来た ｡

そ の 後 ､ 人 事課 ､ 担当 学科 ( 工 学部 分子 素材 学科 ､
物理 工 学科) お よ び 技 術部 の 代表

者 に よ る 打 ち合 わ せ を行 い
､ 運 営等 を人 事課 ､ 講 義 を担 当 学科 ､ 実習 を技 術 で 分 担 し

て 行 う こ と と な っ た ｡
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技術 部 が 担 当す る こ と と な っ た 実 習 を ど の 様 に 実施 する か に つ い て は
､ 技 術部 内 で

様 々 な 意見 が 出 さ れ た が
､ 概 ね 以 下 の よ う に 行 う こ と と な っ た ｡

･ 実習 の テ
ー

マ 数 を 8 とす る ( 出来 る だ け多く の 技術 部 の メ ン バ ー が 担 当者 と して 参

加 で き る よ う に す る た め) 0

･ 1 テ
ー

マ あ た り の 受 講者 を 3 - 4 人 と す る ( 機器 等 の 関連 に よ り 参加 人 数 が 限 定さ

れ る テ
ー マ が あ る た め) 0

･ 午前 と 午後 の 2 部制 とす る ( 受講 者 の 選 択 肢 を 広 げ る た め) 0

ま た
､

な る べ く 希 望 す る 実習 を 受講 で き る よ う に
､

テ
ー

マ 数分 の 優先 順位 ( 1 - 8 )

を回 答 して い た だ き 調 整 を 行 っ た ｡

物理 の テ
ー

マ 設 定 に つ い て は ､ 範 囲 が 広 い こ と ､ 対 応 で き る 担 当 者 が 少 な い な ど の

理 由 か ら
､

一

般 の テ
ー

マ か らす る と 少 し独 特 な 設 定 に な っ た 可 能性 も あ る ( 実 習 の 概

要 に つ い て は資 料 1 を参 照) 0

ま と め

実習 に 実 施 に つ い て は ､ 全 学 の 共 通 機器 や 学科 ､ 研 究室 の 機 器 を使 用 し な い と 行 え

な い 中 ､
テ

ー

マ の 設 定 が難 し か っ た が 何 と か 無事 に 終 了 す る 事 が 出 来 た と思 わ れ る ｡

ま た
､ 人 事課 に て 実施 した ア ン ケ ー トに 対 す る 回 答 ( 資料 2 を参 照) を参 考 に 今後

の 実習 に 役 立 て て い き た い ｡

な お
､

今 回 実 習 を行 う に あ た り
､ 各学 科 ､

研 究 室 の ご協力 を い た だ き ､ 厚 く 御 礼 申

し上 げま す ｡

-
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資料 1 . 実 習の 概 要

A . 有限 要素法 解析 と 基 礎 実 験

◆ 実習概 要 :

有限 要 素法 は
､

工 学に お け る研 究 ･ 設 計 な ど の 分 野 に お い て ツ ー ル と し て 用 い
､ 強 度評

価 解析等 を行 う シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 技 術 と し て 知 ら れ て い ま す ｡ 本 テ
ー マ で は こ の 有 限要 素

法 の 使 い 方 と い う観 点 か ら ､ 未経 験 者 の 方 々 を対 象 に 日 本 機 械 学会 出版 の ｢ 有 限要 素法 入

門｣ プ ロ グ ラ ム を用 い て 解析 実 習 を行 い ま す ｡ ま た
､

同 時 に応 力 測 定 の 基 礎 実験 もお こ な

い よ り 深く 体験 して 頂 き ます ｡

◆ 担当 者 : 中川 浩 希 中村昇 二

◆ 場 所 : 工 学部機械 工 学科 棟 ･ 2 階創 世 教 育実 習室

B .
コ ン ク リ

ー

ト の 強 度試 験 と 非破 壊 試 験

◆ 実習 概要 :

本 実 習 は ､ 硬 化 コ ン ク リ
ー

ト ( 強 度 レ ベ ル 2 4 M p a 程 度) 試 験 体 を用 い て 以 下 の 測 定 を

行 う ｡

1 ) コ ン ク リ
ー

ト ( 強 度 レ ベ ル 2 4 M p a 程 度) の 圧 縮強 度お よ び 引 張 強度 の 測 定 方 法 を習

得 し ､ 強 度 を測 定 す る ｡

2 ) コ ン ク リ ー ト の 圧 縮時 の 変 形 性 質 ( 応 力
ー

ひ ず み 曲線 ､ 弾性 係 数) を 測 定 す る ｡

3 ) 非 破壊 試 験 ( 音速法
､ 反 発 高 度 法) に よ る 圧 縮強 度 の 推 定値 を測 定 し ､ 実 測 強 度 と を

比 較 す る ｡

◆ 担 当 者 : 和 藤 浩

◆ 場 所 : 工 学建 築棟 ･ 1 階構 造 材料 実 験 室

C . 高分 子 の 作 製 ( 界 面 重 合 と 電 解重 合)

◆ 実習概要 :

簡 単 な高 分 子 合 成 ( 重 合) 実 験 を行 い
､ 合 成 高分 子 の 合 成 法や 性 質 に つ い て 学習す る ｡

1 ) ナ イ ロ ン の 合成 ･ ･ ･ 界 面 重 縮合法 を用 い て
､ 縮合 高分 子 の ひ と つ で あ る ナ イ ロ ン の

膜 を作 製す る ｡

2 ) ポ リ ア ニ リ ン の 合 成 ･ ･ ･ 導電性 高 分 子 を電 解重 合 法 に よ り 合 成 し
､

そ の 電 気 的性 質

を観察す る ｡

◆ 担当 者 : 田 村雅 史

◆ 塊 所 : 総 合研 究 棟 I ･ 2 階大 学院 生 実 験 室

D . I C P を使 っ た 金属 元 素分 析

◆ 実習 概 要 :

高 周 波 プ ラ ズ マ 発 光 分 光 分 析 装置(I C P) は
､ 希 ガ ス

､
ハ ロ ゲ ン

､
窒 素 ､

酸 素 な ど の 元素

を 除く ほ と ん ど の 元 素 ( 約 7 0 元素) に つ い て p p m
-

p p b(1 0
1 6

- 1 0
-9
/ m l) レ ベ ル の 高感 度分

析 が 可 能 で あ る ｡ 実 習 で は
､ 電 池材 料 と して 合成 され た 合 成物 が 合成 前 の 組 成比 通 り に な

っ て い る か を測 定 す る ｡ 手 順 と し て は ､ 試 料 を 溶解
･ 調 整 す る と 共 に ､ 標 準試 料 も 作成 し

､

I C P で 分 析 し て 試 料 中 の 元素 の 組 成 比 を 求 め る ｡
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◆ 担 当 者 : 市川 貴之

◆ 場 所 : 総 合 研 究 棟 Ⅰ ･ 2 階 大 学院 生 実験 室

E . 空 気
一

水 界 面 に お け る 表 面 張 力 測 定 ( 未 経 験 者 向 け)

◆ 実習 概要 :

w ilb el m y 法 ( 長 方 形 の プ レ
ー

ト を 気 液 界 面 に 接 触 させ
､ 表 面 張力 に よ り 液 中 に 引 き

込 ま れ る 時 の 力 を 表 面 張力 と して 測 定) に よ る 表 面 張力 測 定 を行 う ｡ 実 験 の 手 順 は ､ 被測

定液 体 を 容 器 ( ト ラ フ) に 張 り ､ ( 白 金性 の) プ レ
ー

トを 電 子 天 秤 - 装着 し ､
r そ の 後 ､ 被

測 定液 体 を プ レ ー

ト近 づ け接 触 さ せ
､
そ の 時 の 電 子 天 秤 の 値 を読み 取 る ､

こ と に よ り 行 う ｡

被測 定液 体 と し て 純 水 を 予 定 ｡

◆ 担当 者 : 揮 井 秀 樹 山 本 好 弘

◆ 場 所 : 工 学部 分 子 素材 工 学科 棟 ･ 1 階技術 部 室

F . 界 面 現象 を見 る ( ヴ ィ ス コ ス フ ィ ン ガ リ ン グ実験)

◆ 実習概 要 :

H e l e _ S 血a w C e ll ( 微 少 な隙間 を空 け て 平 行 に 設 置 し た 2 枚 の 平板) の 隙間 に 高粘 性 流 体

を 注入 して お き ､ そ こ - 低粘 性 流体 を 注 入 す る と 二 流 体 の 界 面 が 指 状 に 拡 が っ て 行 く ｡ こ

の 指 状 の 模様 を V i s c o u s fi n g e ri n g と 呼 び ､ 指 状 に 拡 が っ て 行 く 様 子 と 低 粘 性 流 体 の 注 入 圧

力 を観 察 ･ 記 録 す る ｡ そ の 後 ､ 記 録 した ビ デ オ 画 像 よ り 低 粘 性 流 体 の 面 積 を 時 間毎 に 求 め

る ｡ 高粘 性 流 体 と し て グリ セ リ ン
､ 低 粘 性 流 体 と し て 水 を予 定 ｡

◆ 担当 者 : 山 本 み どり 福永 千住 己

◆ 場 所 : 工 学部 分 子素材 工 学科 棟 ･ 1 階技 術部 室

G . L E D の 特性

◆ 実習 概 要 :

近 年 L E D の 重 要性 が 増加 す る
一

方 で そ の L E D の 特 性 をみ る こ と は 普段 あ ま り な い
｡

こ

の 実 験 で は 顕 微鏡 を 用 い て L E D の 電極 に 人 の 髪 の 毛 程度 の 針 を 立 て ､ 電 圧 一 電 流 特 性 な

ど を み る ｡ ま た
､ 分 光 器 を使 用 す る こ と に よ り L E D や そ の 他 光 源 の 光 ス ペ ク ト ル を観察

す る と い う 基 本 的 な実 験 で あ る ｡

◆ 担 当 者 : 梅 田 直 明

◆ 場 所 : 工 学部 大 学 院棟 ･ 3 階高 周 波 実験 室

H . ガ ス ク ロ に よ る 作 業環 境 測 定

◆ 実習概要 :

昨年 度 よ り 国立 大 学が 法 人 化 され ､ そ れ に 伴 い 労働 安全 衛 生 法 が 適 用 され る こ と と な っ た ｡

そ の 中 の
一

つ に 作 業 環 境測 定 が あり
､ 今年 度 よ り そ の 測 定 を 工 学部 の 技 術 部 が 行 な っ て い

る ｡ 本 実 習 で は 三 重 大学 に お け る 作 業 環 境測 定 を紹 介す る と と も に
､

ガ ス ク ロ を 用 い て 簡

単 な 分析 を し た後 ､ 環 境気 中濃度 の 評価 を行 なう 予 定 で あ る ｡

◆ 担 当者 : 前 田浩 二

◆ 場 所 : 機 器 分 析 施 設 ･ 2 階 作 業 環 境 測 定 室
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資 料 2 . ア ン ケ ー ト集計結 果

Ⅰ . 研 修 の 時期 に つ い て

設 問 回 答 意 見

時 期

適 当 2 0

不 適 当 4

望 ま し い 時 期 と そ の 理 由

･ 出来 れ ば 7 . 8 月 -

･ 後 期 講 義 開始 時 と 重 な つ た の で 出 来 れ ば休 業 中 の 開催

を希 望 o

･ 大 学 の 場 合 は 学生 が 休 業 中 で 都 合 が 良 い と 思 う が 高 専

の 場 合 は 授 業 . 実 験 に 支 障を き た す 日 程 と な つ て い る o

･ 8 月 の 終 わ り か 9 月 の 初 め 後 期 の 授 業 に 今 回 の 時期 だ

と 支 障 をき た す o

･ 出来 れ ば 7 . 8 月

･ 後 期 講 義開 始 時 と 重 な つ た の で 出来 れ ば休 業 中 の 開催

を希 望 o

･ 大 学の 場 合は 学生 が 休 業 中 で 都合 が 良 い と 思 う が 高 専

の 場 合 は 授 業 . 実 験 に 支 障 をき た す 日 程 と な つ て い る o

･ 8 月 の 終 わ り か 9 月 の 初 め 後 期 の 授 業 に 今 回 の 時 期 だ

と 支 障 をき た す D

期 間 適 当 2 2

長 い 1 望 ま し い 期 間 と そ の 理 由

短 い 1 ･ 共 通 基 礎 . 専 門領域 選 択 性 と す る o

Ⅱ . 講 義に つ い て

設 問 回 答 意 見

労 働 安全 衛生

参 考に な つ た 2 3

あ ま り 参 考 に
1

･
一

般 論 的 で あ つ た た め ､ 各 論 が 無

な らな か つ た か つ た o

高 分 子 の 世 界

参 考に な つ た 2 2

あ ま り 参 考 に

な らな か つ た
2 ･ 簡 羊 ( 総論) だ つ た o

化 学 に お け る 計

算科 学技術

参 考 に な つ た 2 0

あ ま り 参 考 に
4

･ 分 野 外 の こ と で む ず か しか つ た o

･ 概念 的 知 識 し か 有 し て な い た め 理

な らな か つ た 解で き な い 箇 所 が あ つ た
D

･ 難 しす ぎて 理 解で き なか つ た o

非 線 形 光 学 ガ ラ 参 考 に な つ た 9
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ス と そ の 設 計 指

あ ま り 参 考 に
1 5

･ 専門 的す ぎ て 役 に た た な い
o

針 の 構 築 に 関 す ･ 専門 性 が 強す ぎ
､ 余 り 理 解 で き な

る 研 究 か つ た o ス ラ イ ドも余 り 良く な い

( 見 に く い) D

･ 専 門す ぎ て ( ? ) 素人 に は ｢ ? ? ? ｣

の 世 界 o

･ 化 学 系 の 者 に は な じ み な い 難 解 内

な ら な か つ た 容 で し た o

･ 分 野 外 の こ と で む ず か しか つ た
o

･ 内容 が む ず か し い o

･ 独 自 の 分 野 な の で
､ 先 行 的 予 備 知

識 不 足 で あ つ た o

･ も う 少 し レ ベ ル を下 げて 欲 し い o

･ 自 分 の 仕 事 と か けは なれ て い る o

物 性 物 理 学 に お

け る 量 子 現 象 -

固 体 の 比 熱 か ら

超 伝 導 ま で
-

参 考に な つ た 2 0

あ ま り 参 考 に
3

･ 化 学 の 視点 か ら は 難 しか つ た o

な らな か つ た ･ 少 し難 しか つ た o

固体 の 電 子 情報

参 考 に な つ た 2 2

あ ま り 参 考 に
1

･ 物 理 学 と い う よ り ､
工 学 的 な 技 術

な らな か つ た 論 ばか り で 面 白 く な か つ た o

光通 信 技術

参 考 に な つ た l 8

あ ま り 参 考 に

な らな か つ た
4

･ 分 野 外 の こ と だ し あま り に も 専 門

的す ぎて わ か り づ ら か つ た
o

･ 専 門的 す ぎて 難 し か つ た o

Ⅲ . 実習 に つ い て

設 問 回 答 意 見

有 限要素 法解析 と 基 礎 実験

参 考 に な つ た 6

あ ま り 参 考 に

な ら な か つ た

0

硬 化 コ ン ク リ
ー

ト の 強 度 試 験

お よ び 非破 壊 試 験

参 考 に な つ た 6

あ ま り 参 考 に

な ら な か つ た
0

高 分 子 の 作 製 ( 界 面 重 合 と 電

解表 面)

参 考 に な つ た 5

あ ま り 参 考 に

な ら なか つ た
1

ⅠC P を使 つ た 金 属 元 素分 析 参 考 に な つ た 6
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あ ま り 参 考 に

な ら な か つ た
0

空 気 - 水 界 面 に お け る 表 面 張

力 測定

参 考 に な つ た 6

あ ま り 参 考 に

な ら な か つ た
0

界 面 現 象 を形 で 見 る ( ヴイ ス

コ ス フ ィ ン ガ リ ン グ実 験)

参 考 に な つ た 5

あ ま り 参 考 に

な ら な か つ た
0

L E D の 特 性 と 光 ス ペ ク ト ル の

参 考 に な つ た 4

あ ま り 参 考 に

な ら な か つ た
1

･ 分 野 外 の 為 ､ 理 解 す る の

実験 が 大 変 で 共 用 実 験 者 の 人

達 に 迷 惑 をか け ま した o

ガ ス ク ロ に よ る 作業 環 境測 定

参 考に な つ た 5

あ ま り 参 考に

な ら な か つ た

0

Ⅳ . 見 学 に つ い て

設 問
■

回 答 意 見

参 考と な つ た 1 8

あま り 参 考 と な ら な か つ た 4

･ 製造 工 程 が 見 られ な か つ た の は 残 念 o

･ も つ と 見 学施 設 が あ る と 良 い
o 仕 方 の な

い こ と で あ る が o

Ⅴ . 研 修 全般 に つ き ま し て
､ そ の 他 お 気 づ き の 点 が あ り ま した ら ､ 御 自 由 に お 書 き 下 さ い ｡

･ あま り 専門 的 な講 義 内容 は 避 け て 欲 し い
o

一

部 を除き 全 体的 に 良か っ た o

･

お 世 話 い た だ き ま した ｡ 三 重 大 学 の 方 々 お 疲れ さ ま で し た ｡ 皆様 の お か げ で 有意義 に研

修 さ せ て 頂 き ま し た ｡

･ 実 習 に つ い て は 化 学系 の 人 は 化 学系 の 実 習 を 物 理 系 の 人 は 物 理 系 の 実 習 を行 う よ う な 配

慮が あ っ て 良 い と 思 う ｡ 私 の 場 合実 習 G は あ ま り に も分 野外 で と て も 理 解 しづ らか っ た ｡

･ 職 員係 の 方 の 対応 が 良 か っ た ｡

･ 有意義 に 過 ご せ ま し た o

･ 三 重 大 学に は 初 め て 来 ま し た が
､ 楽 しく 研 修 が 出来 て 良 か っ た ｡ い ろ い ろ な方 と 話 が 出

来 交 流 が 出来 ま し た o 実 習 が 多く の テ ー マ が 用 意さ れ て お り
､ 少 人数 で 行 わ れ て 良か っ

た ｡

･ 生物 系 の 仕 事柄 物 理 は 苦 手 で し た が
､ 分 子

･ 原 子 の 講 義 で 少 し入 れ た か な と 思 い ま し た ｡

･ 初 日 は 会 場 案 内 の 立 看 板 の 数 を も う少 し増や し て 欲 し い ｡

･ 講 義会場 が 蒸 し暑く 辛 か っ た ｡ 全 体 と し て 充 実 し た 内容 で 満足 した 0

･
一

日 の 化 学 ､
三 日 目 に 物 理 を集 中 し て 配 置 され ま し た が ､ 交 互 に 講 義 をす る 方 が 良 い ｡
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平成 1 7 年度東海 ･ 北陸地区国立 大学法人等技術専門職員研修 日程 (物理 ･ 化学 コ
ー

ス) 日程表

日程 : 平成1 7 年 9 月 2 6 日 ( 月) - 9 月 2 8 日 ( 水) 会場 : 三重大学
9 月 2 6 日 ( 月ー 9 月 2 7 日 ( 火ー 9 月 2 8 日 ( 7kー ]

会場 会場. 会場

講義 : 工 学部情報 工 学 科棟 集 合 : 工学 部情報 工 学科 棟 許義 : 工 学部情報工学科棟

多目 的会議室 多 目 的会議室 多目 的会議室

意 邑春 換 金 : 隼 協 バ セ オ 妾 習 : 各 壬I陰専

8 : 4 0

9 : 0 0

9 : 4 5

1 0 : 1 5

1 0 : 3 0

1 0 : 4 0

1 2 : 0 0

1 3 : 0 0

1 4 : 1 0

1 4 : 2 0

1 5 : 2 0

1 5 : 3 0

1 6 : 3 0

1 6 : 4 0

1 7 : 0 0

1 7 : 3 0

講義Ⅴ(8 :40 - 9 :4 0)
｢ 桃物理学に糾る量子碑 - 帥の雌から越
鱒まで

-

｣

受付(9 :4 5 - 1 0 :1 5)

実習(9 :0 0 - 1 7 :0 0)
A

. 有限要素法解析 と基礎 三重大学工学部
実験

B .

コ ン ク リ
ー

ト の 強度試

験と非破壊試験
C . 高分子 の 作製 (界面重

助教授 佐野 和博

休 憩(9 :4 0 - 9 :5 0)

講義Ⅵ(9 :50 - 1 0 :5 0)
開講式(1 0 :1 5 - 1 0 :3 0) 合と電解表面) ｢ 固体 の 電子構造｣

オリ エ ン テ
ー シ ョ ン D . ⅠC P を使 つ た 金属元 素 三重大学工学部

分析
E . 空気 - 水界面 にお け る

表面張力測定
F . 界面現象 を見 る ( ヴイ

助教授 中村 浩次
休 憩(1 0 :3 0 - 1 0 :4 0)

休 憩(1 0 :5 0 - ll : 00 )

講義Ⅰ(1 0 :4 0 - 1 2 :l O)
講義Ⅶ(l l :0 0 - 1 2: 00)●労働安全衛生 関係 ス コ ス フ ィ ン ガ リ ン グ実

｢ 労働安全｣ 験) ｢ 光通信技術｣

ト -

マ ツ コ ン サ ル テ ィ ン グ (株) G . L E D の 特性 と 光 ス ペ ク 三重大学工学部
マネージ†

- 稲川 敦之 トル の 実験
H . ガ ス ク ロ に よる作業環
境測定

教授 竹尾 隆

昼食 . 休憩(1 2 :0 0 - 1 3 :00)
昼食 . 休憩(l 2 :1 0 - 1 3 :l O) 昼食 . 休憩(1 2 :3 0 - 1 3 :3 0)

(企 業見学)
シ ャ

ー プ(樵) 亀山事業所講義 Ⅱ(13 :1 0 - 1 4 : 1 0)
｢ 高分子化学 の 世界｣

三重大学工学部
教授 伊藤 歌 人

( 亀山市内
､ 借上 バ ス で 移動)

休 憩(1 4 :1 0 - 1 4 :2 0)

講義Ⅲ(1 4 ;2 0 - 1 5 :2 0)
｢ 化学におけ る計算化学技

術｣

三重大学工 学部
教授 吉岡 泰規

休 憩(1 S :2 0 - 1 5 : 30)

講義Ⅳ(1 5 :3 0 - 1 6 :3 0)
r井彬光学ガラスとその設計指針の楓瑚する

研究｣
三 重大学工学部
助教授 那須 弘之

# & (1 6 :3 0 - 1 6 :4 0) 開講式(1 6 :30 - )
( 三重大学)

解 散

写真撮影

意見交換会

荏) こ の 日程は, 講師 の 都合に より変更す る場合があ ります b
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